
四
月
三
日
か
ら
七
日
ま
で
、
日
本

で
は
「
文
禄
・
慶
長
の
役
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
「
壬
申
・
丁

酉
倭
乱
」
で
豊
臣
秀
吉

が
明
征
服
を
め
ざ
し
て

そ
の
途
上
の
朝
鮮
に
侵

略
し
た
時
に
築
い
た
対

馬
、
釜
山
、
順
天
な
ど

の
城
跡
（
倭
城
）
を
巡

り
ま
し
た
。

４
０
０
年
前
、
秀
吉

の
明
征
服
（
「
唐
入
り
」
）

で
、
戦
争
時
に
現
地
農

民
か
ら
の
食
料
略
奪
、

強
制
労
働
、
婦
女
暴
行
、
強
制
連
行

な
ど
、
「
鼻
そ
ぎ
」
に
象
徴
さ
れ
る

侵
略
軍
の
残
虐
性
な

ど
を
現
地
博
物
館
で

目
の
当
た
り
に
し
ま

し
た
。

日
中
友
好
協
会
と
し

て
も
、
再
び
戦
争
を

起
こ
さ
な
い
取
組
み
、

北
東
ア
ジ
ア
の
歴
史

を
学
ぶ
活
動
の
い
っ

そ
う
の
強
化
を
思
い

ま
し
た
。（

松
尾
豊
）
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紫
金
草
合
唱
団
の
第
一
〇
次
海
外

公
演
（
四
月
一
三
〜
一
六
日
、
全
国

か
ら
約
六
〇
名
）
に
藤
後
博
巳
府
連

顧
問
（
紫
金
草
合
唱
団
名
誉
団
長
）

と
と
も
に
参
加
し
ま
し
た
。
日
中
関

係
が
き
わ
め
て
困
難
に
な
り
、
公
的

な
交
流
が
途
絶
え
て
い
る
中
で
の
訪

中
で
す
。

南
京
市
の
金
陵
図
書
館
ホ
ー
ル
、

虐
殺
記
念
館
公
園
で
、
江
蘇
省
ラ
ジ

オ
局
合
唱
団
な
ど
四
つ
の
地
元
南
京

の
市
民
合
唱
団
と
交
流
し
、
「
海
よ

故
郷
」
「
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
花
」
や
日

本
の
歌
も
演
奏
し
ま
し
た
。

南
京
虐
殺
の
反
省
と
平
和
へ
の
願

い
を
込
め
た
紫
金
草
物
語
（
組
曲
）

の
生
命
力
は
、
歌
を
聴
い
た
多
く
の

中
国
の
参
加
者
の
涙
を
さ
そ
い
、

「
初
め
て
聞
い
た
時
の
感
動
は
、
い

ま
聞
い
て
も
変
わ
ら
な
い
」
の
感
想

に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

中
国
で
の
一
〇
数
年
間
の
交
流
を

記
録
映
画
に
し
よ
う
と
、
北
京
映
画

大
学
か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
が
私
た
ち
の

全
行
程
に
密
着
し
、
撮
影
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
取
材
し
た
こ
と
も
初
め
て

の
こ
と
で
す
。

シ
ン
ポ
で
は
、
中
国
側
の
朱
成
山

虐
殺
記
念
館
館
長
な
ど
か
ら
、
「
い

い
こ
と
を
一
回
す
る
こ
と
は
簡
単
だ

が
、
長
く
続
け
る
こ
と
は
む
つ
か
し

い
」
「
一
人
ひ
と
り
は
海
の
一
滴
だ

が
、
人
民
の
海
は
政
府
を
も
た
お
す
」

「
紫
金
草
の
訪
中
は
冬
の
時
代
の
中

の
一
筋
の
暖
流
」
な
ど
と
、
日
中
交

流
の
こ
の
間
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
発

言
が
あ
り
、
私
た
ち
訪
中
団
を
感
動

さ
せ
ま
し
た
。

金
陵
図
書
館
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
会

場
で
日
本
語
専
科
の
１
５
０
名
の
学

生
と
の
交
流
が
行
わ
れ
、
一
〇
名
の

学
生
と
先
生
が
発
言
。
紫
金
草
の
歌

を
聞
い
た
感
想
や
私
た
ち
の
訪
中
と

日
中
友
好
へ
の
思
い
を
語
り
、
私
た

ち
の
胸
を
打
ち
ま
し
た
。
学
生
の
中

に
は
「
紫
金
草
の
歌
を
聴
い
て
感
動

し
た
」
「
こ
う
い
う
活
動
を
し
て
い

る
日
本
人
を
は
じ
め
て
知
っ
た
」
と

い
う
人
も
い
ま
し
た
。

日
中
双
方
の
参
加
者
が
、
改
め
て

民
間
交
流
の
大
事
さ
、
文
化
交
流
の

値
打
ち
を
確
信
す
る
訪
中
に
な
り
、

中
国
の
人
た
ち
の
暖
か
く
大
き
い
心

を
感
じ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

紫
金
草
合
唱
団
を
平
和
の
使
者
と

す
る
合
唱
を
通
じ
た
交
流
は
、
も
っ

と
多
く
の
参
加
を
得
て
継
続
・
発
展

さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
七
月
六
日

守
口
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル
で
関
西
紫
金

草
合
唱
団
サ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
の
成

功
を
、
新
た
な
出
発
点
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
（
土
井
一
正
）

紫
金
草
合
唱
団
の
第
一
〇
次
海
外
公
演

南
京
の
市
民
合
唱
団
と
交
流

府連通信

戦
争
の
残
虐
性
を
再
認
識

韓
国
倭
城
の
旅

東
大
阪
支
部
は
四
月
十
二
日
、
交

流
会
を
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
東
大
阪
支
部
会
員
、
東

大
阪
在
住
の
他
支
部
会
員
、
太
極
拳

受
講
者
、
会
員
の
友
人
、
残
留
孤
児

二
世
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
、
中
国
か

ら
日
本
留
学
後
に
日
本
に
定
住
さ
れ
、

学
校
の
講
師
を
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、

多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
、
延
べ
四
八
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

栗
山
事
務
局
長
の
司
会
で
開
会
、

廣
原
支
部
長
の
歓
迎
の
挨
拶

の
後
、
映
画
「
秋
菊
打
官
司
」

を
上
映
。
終
了
後
、
六
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
昼
食
・

交
流
を
行
い
ま
し
た
。

第
二
部
は
会
員
の
大
谷
茂

義
氏
に
よ
る
、
「
人
生
そ
ろ

ば
ん
街
道
を
ゆ
く
」
（
清
風
堂
書
店
）

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
〜
新
中
国

建
設
へ
の
道
と
題
し
て
講
演
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
第
三
部
の
音
楽
会
は
、

帰
国
者
に
よ
る
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
や
「
関
西

帰
国
者
《
家
園
》
民

族
楽
隊
に
よ
る
合
奏

（
揚
琴
、
二
胡
、
板

胡
、
中
阮
、
太
鼓
）
、

手
風
琴
の
伴
奏
に
の

せ
て
中
国
出
身
の
女

性
が
「
何
日
君
再
来
」

と
「
北
国
の
春
」
を

日
本
語
と
中
国
語
バ
ー

ジ
ョ
ン
で
力
唱
さ
れ
ま
し
た
。

北
郷
副
支
部
長
は
「
民
間
人
の
相

互
理
解
と
交
流
が
大
切
」
と
閉
会
の

挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
（
廣
原
資
泰
）

大
谷
茂
義
さ
ん
講
演

「
新
中
国
建
設
へ
の
道
」

映
画
会
や
音
楽
会
で
交
流
を
深
め
る
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四
月
二
七
日
、
大
阪
府
連
定
例
研

究
会
第
一
回
シ
リ
ー
ズ
「
中
国
の
体

制
を
考
え
る
」
の
第
五
回
は
、
大
西

広
『
開
発
独
裁
の
必
要
と
史
的
唯
物

論
』
を
、
後
藤
安
男
さ
ん
が
報
告
を

担
当
し
、
二
〇
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
後
藤
さ
ん
は
、
大
西
広
さ
ん
の

『
現
場
か
ら
の
中
国
論

―
社
会
主

義
に
向
か
う
資
本
主
義
』
な
ど
広
く

目
を
通
し
な
が
ら
、
十
二
頁
の
レ
ジ

メ
を
準
備
し
て
丁
寧
に
内
容
を
紹
介

し
た
上
で
、
最
後
に
感
想
を
次
の
よ

う
に
ま
と
め
ま
し
た
。

①

大
西
氏
の
論
旨
は
大
胆
、
明

快
で
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多

か
っ
た
。
大
西
氏
が
言
う
よ
う
に
、

「
結
局
の
と
こ
ろ
そ
の
評
価
が
異
な
っ

て
く
る
」
。
経
済
発
展
が
主
、
そ
の

「
裏
に
生
じ
て
い
る
諸
矛
盾

…
貧
富
の
格
差
、
汚
職
、
イ

ン
フ
レ
、
都
市
失
業
な
ど
」

は
副
次
、
と
い
う
評
価
に
は

違
和
感
を
拭
い
き
れ
な
い
。

②
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
（
三

つ
の
源
泉
と
）
三
つ
の
構
成
部
分
」

と
い
う
こ
と
ば
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。

哲
学
（
弁
証
法
的
・
史
的
物
論
）

の
理
論
、
経
済
学
の
理
論
、
（
科
学

的
）
社
会
主
義
の
理
論
。
大
西
氏
の

分
析
と
評
価
の
視
点
に
、
「
社
会
主

義
」
理
論
が
お
ち
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
「
資
本
主
義
」
で(

・)

あ
る

(

・
・)

こ
と(

・
・)

を
証
明
す
る
こ

と
に
焦
点
を
お
い
て
い
る
か
ら
、
そ

う
な
る
の
だ
ろ
う
か
？

「
資
本
主

義
」
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
も
、

そ
の
資
本
主
義
が

「
社
会
主
義
に
向

か
う
」
も
の
で
あ

る
か
ど
う
か
の
分

析
は
な
い
。

③

現
在
の
中

国
に
あ
き
れ
、
失

望
し
、
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
嫌
い
」

と
い
う
よ
う
な
選

択
肢
に
手
を
あ
げ
そ
う
な
私
に
は
、

『
そ
れ
で
も
中
国
は
そ
う
で
あ
っ
て

ほ
し
く
な
い
、
こ
う
で
あ
っ
て
ほ
し

い
』
と
い
う
思
い
が
否
定
し
が
た
く

あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
。

ま
た
、
現
在
の
、
落
ち
込
ん
で
し
ま

う
よ
う
な
日
本
の
状
況
を
あ
き
ら
め

て
し
ま
わ
な
い
た
め
に
。

報
告
に
対
し
て
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
「
政
治
・
経
済
の
成

功
か
失
敗
か
の
評
価
の
基
準
は
、
建

前
が
何
で
あ
ろ
う
と
、
人
々
の
幸
せ

が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
あ

り
、
中
国
の
経
験
は
そ
の
点
で
評
価

し
て
い
る
。
た
だ
、
確
か
に
経
済
は

全
て
の
土
台
だ
と
し
て
も
、
経
済
と

政
治
を
総
合
的
に
見
る
必
要
が
あ
る
」

〈
Ａ
さ
ん
〉
、
「
内
包
す
る
矛
盾
は

副
次
的
と
片
付
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
〈
Ｂ
、
Ｃ
さ
ん
〉
、
「
ス
タ
ー

リ
ン
や
毛
沢
東
の
体
制
が
国
民
の
あ

る
種
の
満
足
の
上
に
維
持
さ
れ
た
、

と
い
う
こ
と
だ
が
、
経
済
学
的
検
証

が
な
お
必
要
」
〈
Ｄ
さ
ん
〉
。
今
後

の
学
習
課
題
が
鮮
明
に
な
る
よ
う
な

指
摘
が
数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
シ
リ
ー
ズ
終
了
に
あ
た
り
、
四

名
の
方
が
新
た
に
協
会
に
入
会
さ
れ

ま
し
た
。

定
例
研
究
会
は
、
第
二
回
シ
リ
ー

ズ
「
領
土
問
題
お
よ
び
歴
史
問
題
を

掘
り
下
げ
る
」
に
移
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。(

山
本
恒
人
）

現
場
か
ら
の
中
国
論

研
究
会
⑤

社
会
主
義
に
向
か
う
資
本
主
義

日
中
友
好
協
会
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
が
、
四
月
十
三
日
、
二
府
四
県
か

ら
十
七
名
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し

た
。
田
中
本
部
理
事
長
が
「
協
会
役

員
は
、
第
一
に
、
情
勢
を
正
し
く
理

解
し
、
第
二
に
、
課
題
を
明
確
に
し
、

第
三
に
、
外
に
打
っ
て
出
る
、
そ
し

て
楽
し
く
大
ら
か
に
活
動
す
る
」
と
、

そ
の
役
割
に
つ
い
て
述
べ
、
同
時
に
、

こ
れ
こ
そ
が
仲
間
づ
く
り

の
大
道
で
あ
る
と
強
調
、

安
倍
内
閣
が
「
戦
争
す
る

国
」
に
向
け
て
動
き
出
し

て
い
る
中
で
、
重
要
性
を

増
し
た
不
再
戦
平
和
の
活

動
、
中
国
帰
国
者
と
の
交

流
活
動
、
「
中
国
語
講
座
」
、

太
極
拳
な
ど
の
文
化
活
動
、

初
め
て
実
施
し
た
中
国
百

科
検
定
試
験
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

各
府
県
連
組
織
か
ら
、

会
員
の
減
少
や
財
政
難
、

運
動
を
次
世
代
に
ど
う
引

き
継
ぐ
の
か
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
、
「
安
倍
内
閣
の

危
険
な
暴
走
に
対
抗
す
る

た
め
に
も
外
へ
打
っ
て
出

る
活
動
や
、
目
標
を
明
確

に
し
て
仲
間
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
、
全
国
大
会

を
、
会
員
増
勢
の
も
と
で
迎
え
よ
う
」

と
、
参
加
者
で
確
認
し
ま
し
た
。

中
国
へ
の
理
解
が
深
ま
る

「
中
国
百
科
検
定
」
試
験

９
７
％
が
合
格

第
一
回
中
国
百
科
検
定
が
、
三
月

実
施
さ
れ
、
３
５
５
名
へ
合
格
証
書

が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
三
級
の
み
で
、
公
式
テ
キ

ス
ト
の
販
売
や
、
試
験
が
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
な
く
て
、
当
初
予
定
し

た
三
〇
〇
〇
人
を
大
幅
に
下
回
り
ま

し
た
。

（
松
尾

豊
）

全
国
大
会
を
会
員
増
勢
で
迎
え
よ
う

田
中
理
事
長
が
報
告
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

太極拳教室開講１００期記念
みんなで作ろう楽しい文化祭
日時：７月２７日(日)１２；３０開演

大阪市立北区民センター
（ＪＲ環状線・ 天満駅西へ、地下鉄扇町２－Ｂ出口北へすぐ）

太極拳だけでなく歌、中国語スピーチ等、踊り、手品、ミュー

ジカル、寸劇。きりえ、書、画の作品展示等なんでも結構です。

問合せは日中友好協会大阪府連へ☎6372-8131
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